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老いも若きも仲よく、ともに生きてい

く社会を二人の人物で表しています。ま

た、２つの円は、その組み合わせによ

り、お互いに助け合い、健康と福祉の輪

が未来に向かって広がっていくことを意

味しています。 

大人から子供まで、広く親しまれる神奈川県ＰＲキャラ

クター「かながわキンタロウ」を「ねんりんピックかなが

わ2022」のマスコットキャラクターに採用しました。 

手にはトレードマークである「まさかり」と「ねんりん

ピックかながわ2022」の旗を持っています。 

たくさんの年輪が刻まれた切り株の上に乗り、「ねんりん

ピックかながわ2022」を元気いっぱいに応援します！ 

小田原市観光PRキャラクターの「梅丸」を「ねんりん

ピックかながわ2022小田原市交流大会」のマスコットキ

ャラクターに採用しました。 

市制施行50年を記念して開催された「ときめき小田原

夢まつり」のキャラクターとして誕生しました。 

小田原市の特産物である「梅」の実をモチーフにした顔

立ち。赤い甲冑姿は、小田原合戦400年（当時）の記念

にちなんだものです。 



 

発刊にあたって    

 

ねんりんピックかながわ 2022    

小田原市実行委員会        

会長 小田原市長 守屋 輝彦   

 

 

 

 「神奈川に 咲かせ長寿の いい笑顔 ～未病改善でスマイル 100歳～」をテーマに

掲げ、令和４年 11月 12日から 15日までの４日間、第 34回全国健康福祉祭「ねんりん

ピックかながわ 2022」が開催されました。 

 本市におきましては、ソフトテニス及びソフトボール交流大会の開催地として全国か

ら選手、監督合わせて約 1,400名の皆様をお迎えしました。 

新型コロナウイルス感染症の影響により３年ぶりの開催となった本大会を楽しみに

来られた皆様に、市内の小中学生が手書きで作成した応援のぼり旗による装飾をはじめ、

合同開始式では市内の高校生によるアトラクションを楽しんでいただくなど、児童・生

徒による歓迎のおもてなしを行わせていただきました。 

交流大会期間中は、全会場で熱戦が繰り広げられ、競技を通じて交流を深めていただ

くなど、たくさんの思い出を残し、成功裏に終えることができましたことは、大きな喜

びであります。 

 また、城下町小田原の魅力を満喫していただけるよう、小田原城天守閣をはじめ郷土

の偉人である二宮尊徳翁の生涯や、教えを学ぶ尊徳記念館展示室などの市内観光施設に

おける優待サービスを実施するほか、ガイド付きの観光ミニツアーも用意し、小田原の

歴史、文化、食を十分に堪能していただきました。 

 本大会を契機として、今後ともスポーツを通じた、健康の保持・増進、社会参加、生

きがいの高揚等を図り、ふれあいと活力のある長寿社会の形成に向けより一層取り組ん

でまいります。 

 結びに、競技運営に万全の準備で臨まれた競技団体の皆様をはじめ、ボランティアの

皆様や、協賛いただきました事業所等の皆様の御支援、御協力に、深く感謝申し上げる

とともに、本大会における感動が、いつまでも皆様の胸に刻まれますことを祈念申し上

げ、発刊にあたっての御挨拶といたします。 



 

 
 

発刊にあたって 

 

 写真集 

合同開始式 ........................................................... ２ 

歓迎アトラクション ................................................... ４ 

監督会議 ............................................................. ５ 

ソフトテニス交流大会 ................................................. ６ 

ソフトボール交流大会 ............................................... １２ 

未病改善教室 ....................................................... １８ 

ケアコーナー ....................................................... １８ 

おもてなしコーナー ................................................. １９ 

参加記念品 ......................................................... １９ 

大会広報 ........................................................... ２０ 

会場装飾 ........................................................... ２２ 

大会を支える ....................................................... ２４ 

 

  資料集 

交流大会の内容 ..................................................... ２７ 

大会広報の内容 ..................................................... ３６ 

実施体制 ........................................................... ３８ 

開催準備概要 ....................................................... ４２ 

ソフトテニス交流大会の成績 ......................................... ４５ 

ソフトボール交流大会の成績 ......................................... ５１ 

小田原市実行委員会会則 ............................................. ５３ 

小田原市実行委員会委員名簿 ......................................... ５６ 

小田原市実行委員会事務局規定 ....................................... ５７ 

 

 

目次 



 

写真集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真集  
 

１．合同開始式        ７．ケアコーナー 

２．歓迎アトラクション    ８．おもてなしコーナー 

３．監督会議         ９．参加記念品 

４．ソフトテニス交流大会   10．大会広報 

５．ソフトボール交流大会   11．会場装飾 

６．未病改善教室       12．大会を支える 

1



１．合同開始式
期日：11月12日(土)
場所：小田原アリーナ

▲開始式にはソフトテニスとソフトボールの両大会に出場する約1,400人が集まった。

▲守屋輝彦市長の挨拶 ▲選手宣誓
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▲神奈川県ソフトテニス連盟
会長河野洋平氏の挨拶

▲神奈川県ソフトボール協会
副会長牧島かれん氏の挨拶

▲小田原市議会
議長大川裕氏の挨拶

▲特別表彰のようす
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２．歓迎アトラクション

▼相洋高等学校 和太鼓部

◀小田原東高等学校 吹奏学部

4



３．監督会議

▲ソフトテニス交流大会監督会議

▲ソフトボール交流大会監督会議
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４．ソフトテニス交流大会
期日：11月13日(日)・14日(月)
場所：小田原テニスガーデン

南足柄市運動公園テニスコート
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激闘の決勝戦
ソフトテニス大会は、息を吞む持久戦が続き、ナイターでの決勝戦となりました。

栄冠を勝ち取ったのは、栃木県「ストロベリー」。会場には拍手が沸き起こりました。
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▲３位 鹿児島県「かごんま てんがらもんズ」

▲優勝 栃木県「ストロベリー」

▲３位 兵庫県「STD兵庫」

▲準優勝 岐阜県「チーム岐阜ミナモ」

表彰式
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５．ソフトボール交流大会
期日：11月13日(日)～15日(火)
場所：酒匂川スポーツ広場・県立西湘スポーツセンター
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堅き王者の守備
ソフトボール大会の優勝チームは徳島県「鳴門クラブ」。

大会通算１失点という圧倒的な守備力で、観客をうならせました。
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表彰式

▲優勝 徳島県「鳴門クラブ」 ▲準優勝 山梨県「南アルプスシニア」

▲３位 静岡県「富士シニアソフトボールチーム」 ▲３位 埼玉県「入間クラブ」
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６．未病改善教室
保健師等により、健康測定や健康相談が行われました。

７．ケアコーナー
柔道整復師、はり・きゅう・マッサージ師により、コンディ
ショニングケアが行われました。
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８．おもてなしコーナー

９．参加記念品

大会記念グッズや地場産品の販売、キッチンカーの出店があ
りました。

湘南のレモンカレーや小田原の木材等で作製したスプーン・
フォーク、小田原の観光パンフレットなどを記念品として贈り
ました。
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10．大会広報

▲オリジナルクリアファイル

▲オリジナルウエットティッシュ

▲オリジナルトートバッグ

▲おだわらねんりんピック通信

▲チラシ・ポスター
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▲市役所庁舎内に掲示した横断幕

▲ハルネ小田原でのイベント周知

▲啓発PR動画への北條手づくり甲冑隊の出演

▲神奈川県YouTubeとコラボ

▲J:COM小田原での放送

▲SNSを活用した広報活動
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11．会場装飾
大会会場に飾られた市内の小中学生たちが製作したのぼり旗。
秋の風にはためくメッセージが選手を鼓舞します。

▲自分の県の応援のぼり旗の前ではいチーズ。

▲小田原アリーナからテニスガーデンのまでの道にのぼり旗がはためく。
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▲西湘スポーツセンターのようす

▲応援メッセージに返信が！ ▲小田原大橋からも大会を彩るのぼり旗が目立つ。
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12．大会を支える
さまざまな人の力を借りて、運営された４日間のねんりんピック。
大会を支える「縁の下の力持ち」は陽が昇る前から、沈んだ後まで尽力しました。
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１ 交流大会の内容                            

 

 １ 大会日程及び会場等 

 

 （１）開始式・監督会議 

① 日程 

  11 月 12日（土） 

 

  ② 会場 

    小田原アリーナ 

 

  ③ 歓迎アトラクション 

神奈川県立 小田原東高等学校 吹奏楽部 

学校法人明徳学園 相洋高等学校 和太鼓部 

 

（２）開始式次第 

① 開式通告 

② 大会会長あいさつ 

小田原市長 守屋 輝彦 

③ 祝辞 

神奈川県ソフトテニス連盟会長 河野 洋平 

神奈川県ソフトボール協会副会長 牧島 かれん 

④ 歓迎のことば 

小田原市議会議長 大川 裕 

⑤ 特別表彰 

最高齢者賞    男性 ２名 女性１名 

高齢者賞     男性 ６名 女性３名 

小田原市特別賞  男性 ２名 女性１名 

⑥ 選手宣誓 

ソフトテニス神奈川県代表 おさるのかごや 井上 千春 

ソフトボール神奈川県代表 クラブ小田原 岡部 富二 

⑦ 閉式通告  

 

 

 

 

16:00～17:00（監督会議） 

17:30～18:20（歓迎アトラクション・開始式） 
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１ 交流大会の内容                      

 

（３）交流大会 

＜ソフトテニス交流大会＞ 

日程 会場 

11月 13日（日） 予選リーグ 
９:00～16:15 小田原テニスガーデン 

９:00～15:20 南足柄市運動公園テニスコート  

11月 14日（月） 
決勝トーナメント ９:00～16:00 

小田原テニスガーデン 
表彰式 16:30～17:00 

■ドリンクコーナー 

 11 月 13日（日）、11月 14日（月） ９：00～競技終了まで 

■未病改善教室 

 11 月 13日（日）、11月 14日（月） ９：00～16:00 

■ケアコーナー（小田原テニスガーデンのみ） 

 11 月 13日（日）、11月 14日（月） ９：00～16:00 

 

 ＜ソフトボール交流大会＞ 

日程 会場 

11月 13日（日） 
トーナメント１回戦 ８:30～16:00 

酒匂川スポーツ広場 

県立西湘スポーツセンター 

交歓試合 13:50～16:00 酒匂川スポーツ広場 

11月 14日（月） 

トーナメント２回戦 

～準々決勝戦 
８：30～16:00 

酒匂川スポーツ広場 

県立西湘スポーツセンター 

交歓試合 12:30～16:00 
酒匂川スポーツ広場 

県立西湘スポーツセンター 

11月 15日（火） 
準決勝戦・決勝戦 ８：30～11:30 

酒匂川スポーツ広場 
表彰式 11:40～12:00 

■ドリンクコーナー 

 11 月 13日（日）、11月 14日（月）、11月 15日（火）９：00～競技終了まで 

■未病改善教室（酒匂川スポーツ広場のみ） 

 11 月 13日（日）、11月 14日（月） ９：00～16:00 

■ケアコーナー（酒匂川スポーツ広場のみ） 

 11 月 13日（日）、11月 14日（月） ９：00～16:00 

 

２ 参加者数 

種目 チーム数 
選手・監督 

男性 女性 計 

ソフトテニス 67チーム 210人 209人 419人 

ソフトボール 68チーム 964人 - 964人 

合計 135チーム 1,174人 209人 1,383人 
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１ 交流大会の内容                      

 

３ 小田原市の魅力発信 

各種目の最高齢者とそれに次ぐ高齢者の方に特別表彰の副賞として小田原の特産品を、また

全国から訪れる選手・監督に参加記念品を贈呈しました。 

 

  （１）最高齢者賞 

   ＜ソフトテニス＞ 

 

 

 

 

 

＜ソフトボール＞ 

 

 

 

 

  （２）高齢者賞 

   ＜ソフトテニス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜ソフトボール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都 道 府 県 ・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 氏 名 性別 年齢 

群 馬 県 が ん ば ！ 群 馬 田 村  均 男 94 

青 森 県 チ ー ム 青 森 田 邊  益 子 女 83 

都 道 府 県 ・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 氏 名 性別 年齢 

横 浜 市 Ａ 横浜マイティーズ 川 村  猛 男 88 

都 道 府 県 ・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 氏 名 性別 年齢 

千 葉 市 千葉のちはなちゃん 速水  正昭 男 90 

和 歌 山 県 和 歌 山 県 花田  裕多 男 85 

浜 松 市 やらまいか浜松 大角  勝弘 男 84 

熊 本 市 熊 本 城 大杉  則子 女 83 

浜 松 市 やらまいか浜松 金谷  晴子 女 81 

和 歌 山 県 和 歌 山 県 吉田  純子 女 79 

都 道 府 県 ・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 氏 名 性別 年齢 

岩 手 県 滝沢シニアクラブ 小 原  一 利 男 85 

仙 台 市 仙 台 Ｓ Ｓ Ｃ 菅 野  博 之 男 84 

群 馬 県 
桐 生 シ ニ ア 

ソフトボールクラブ 
大 西  殊 勝 男 83 
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１ 交流大会の内容                      

 

（３）小田原市特別賞 

  二宮尊徳と同じ誕生日（７月 23日）の方 

 

 

 

 

 

 

 

（４）参加記念品 

   ・小田原の木材等を使用したカトラリー（作製：ラ・ルース、薗部産業） 

   ・湘南レモンカレー（野澤作蔵商店） 

   ・ミナカ小田原・ラスカ小田原・ハルネ小田原共通お買物優待券 

   ・小田原・箱根パスポート（小田原箱根商工会議所） 

   ・オリジナルクリアファイル 

   ・オリジナルトートバッグ 

 

 

４ 輸送交通 

神奈川県・政令市実行委員会が手配した選手用計画輸送バスについて、選手等の誘導及び乗車 

確認を行いました。 

   期間：11月 12日（土）～11月 15日（火） 

種目 12日（土） 13日（日） 14 日（月） 15 日（火） 

ソフトテニス 11台 ９台 11台 － 

ソフトボール 28台 47 台 49台 ４台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種目 
都 道 府 県 ・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 氏 名 性別 年齢 

ソフトテニス 
仙 台 市 チ ー ム 仙 台 関 内  輝 男 男 90 

沖 縄 県 宮古島パニパニクラブ 仲宗根 須磨子 女 85 

ソフトボール 広 島 県 呉 シ ル バ ー 球 友 会 光 本  一 也 男 84 
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１ 交流大会の内容                      

 

５ 未病改善教室・ケアコーナー利用実績 

  交流大会会場において、小田原市保健師等による未病改善・健康増進等の普及啓発、健康相談、

運動に関する助言指導を行う未病改善教室の開催しました。また、公益社団法人神奈川県柔道整

復師会小田原支部及び小田原鍼灸マッサージ師会による、ケアコンディショニングマッサージ等

を受けられるケアコーナーを設置しました。 

 

 （１）未病改善教室 

＜小田原会場＞                          （単位：人） 

種目 日程 
血圧 

測定 

血管年齢 

測定 

脳年齢 

測定 

口腔機能 

測定 
計 

小田原テニスガーデン 
11月 13日（日） 60 81 67 36 244 

11月 14日（月） 59 94 58 54 265 

酒匂川スポーツ広場 
11月 13日（日） 35 63 34 36 168 

11月 14日（月） 37 89 42 33 201 

   ＜南足柄会場＞ 

種目 日程 ベジチェック、血管年齢測定 計 

南足柄市運動公園 

テニスコート 
11月 13日（日） 110 110 

 

 （２）ケアコーナー              （単位：人） 

種目 日程 実績 計 

小田原テニスガーデン 
11月 13日（日） 42 

104 
11月 14日（月） 62 

酒匂川スポーツ広場 
11月 13日（日） 35 

95 
11月 14日（月） 60 
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１ 交流大会の内容                      

６ 医療・救護体制 

  大会関係者及び一般観覧者の急病や負傷等に対応するため、各交流大会会場に救護所を設置し

ました。 

 

＜救護所利用実績＞ 

会場名 実施日 参加区分 

傷病内容  

擦り傷 切り傷 打撲 捻挫 その他 合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 

小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン 

13 日 

選手・監督 1 － － － － － 1 1 3 2 5 3 8 

役   員 － － － － － － － － 1 － 1 － 1 

そ の 他 1 － － － － － － － － － 1 － 1 

計 2 － － － － － 1 1 4 2 7 3 10 

14 日 

選手・監督 － － － － － － 1 － 1 2 2 2 4 

役   員 － － － － － － － － － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － － － － － 

計 － － － － － － 1 － 1 2 2 2 4 

酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場 

13 日 

選手・監督 1 － 1 － 1 － － － 2 － 5 － 5 

役   員 － － － － － － － － － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － － － － － 

計 1 － 1 － 1 － － － 2 － 5 － 5 

14 日 

選手・監督 1 － － － 3 － － － － － － － － 

役   員 － － － － － － － － － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － － － － － 

計 1 － － － 3 － － － － － 4 － 4 

15 日 

選手・監督 － － － － － － － － － － － － － 

役   員 － － － － － － － － － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － － － － － 

計 － － － － － － － － － － － － － 

県
立
西
湘
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

13 日 

選手・監督 － － － － － － － － － － － － － 

役   員 － － － － － － － － － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － － － － － 

計 － － － － － － － － － － － － － 

14 日 

選手・監督 － － － － － － － － － － － － － 

役   員 － － － － － － － － － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － － － － － 

計 － － － － － － － － － － － － － 
南
足
柄
市
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

 13 日 

選手・監督 － － － － － － － － － － － － － 

役   員 － － － － － － － － － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － － － － － 

計 － － － － － － － － － － － － － 
 合計 4 － 1 － 4 － 2 1 7 4 18 5 23 

＜その他の傷病内容＞ 

ぎっくり腰、腰痛、手首の痛み、転倒、膝の痛み、肘の筋断裂、下肢の肉離れ、 

義歯の器具が口腔にささる 
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１ 交流大会の内容                      

 

７ おもてなし 

 （１）交流大会会場のおもてなしコーナー利用実績 

   交流大会会場において、選手及び監督へ、小田原市交流大会協賛企業であるキリンビバレッ

ジ株式会社等の清涼飲料水、お茶、お水を無料で提供するドリンクコーナーの設置や、記念品・

特産品の販売、キッチンカーの出店、宅配便の受付などを行いました。 

 

①ドリンクコーナー 

＜小田原会場分＞                     （単位：本） 

種目 13日 14 日 15 日 計 

小田原テニスガーデン 283 491 － 774 

酒匂川スポーツ広場 760 674 60 1,494 

県立西湘スポーツセンター 116 118 － 234 

計 1,159 1,283 60 2,502 

    

  ＜南足柄会場分＞                     （単位：本） 

種目 13日 14 日 15 日 計 

南足柄市運動公園テニスコート 210※ － － 210 

   ※南足柄会場の実績は、お茶、スポーツドリンク（ペットボトル）の本数。 

    このほかに粉末タイプのココア 200杯、コーヒー200 杯、スープ 120 杯を提供。 
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１ 交流大会の内容                      

 

  ②出店状況 

   

  ＜小田原会場分＞ 

会場 種別 13 日 14 日 

小田原テニス

ガーデン 

宅配 ヤマト運輸株式会社 ヤマト運輸株式会社 

大会記念品 株式会社ヨコブリシ 株式会社ヨコブリシ 

名産品 － 朝翠養蜂販売株式会社 

キッチンカー 

かな屋（たこ焼き） ＣａｎＣａｎ（焼きそば） 

和串（焼き肉弁当） 
有限会社ビッグブリッヂ

AMBRO（ローストビーフ丼） 

ＭＯＡＮＡ（ソースカツ丼） 
あら家 Toyo’s Kitchen 

（ホットサンド） 

酒匂川 

スポーツ広場 

宅配 ヤマト運輸株式会社 ヤマト運輸株式会社 

大会記念品 株式会社ヨコブリシ 株式会社ヨコブリシ 

名産品 
薗部産業株式会社 － 

株式会社柏木美術鋳物研究所 － 

スポーツ用品 サミージャパン株式会社 サミージャパン株式会社 

キッチンカー 

あら家 Toyo’s Kitchen 

（ホットサンド） 
ＯＷＬはなれ（焼き菓子） 

多幸屋（たこ焼き） Kitchen Pen Pen（スープカレー） 

 

＜南足柄会場分＞ 

会場 種別 13 日 14 日 

南足柄市運動公園 

テニスコート 
名産品 

道の駅足柄・金太郎のふる

さと 
－ 

 

 

（２）応援のぼり旗の製作（214枚） 

  市内の小中学校の児童・生徒に各出場自治体への応援メッセージを書いたのぼり旗を製作し

てもらい、交流大会会場に掲出しました。 
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１ 交流大会の内容                      

 

８ 観光ミニツアー・施設の優待サービス利用実績 

  交流大会期間中、小田原の歴史を満喫していただく、ガイド付きの観光ミニツアーの実施や、

神奈川県が発行した選手団 ID カードの提示による施設入場の割引等の優待サービスを実施しま

した。 

 

（１）観光ミニツアー                          （単位：人） 

ツアー概要 14日 15日 計 

伝統なりわいツアー 

 室町時代から続く商家「ういろう」、創業 360 年となる日本茶・

和紙を中心に販売している「江嶋」などを巡りました。 

１ １ ２ 

歴史探訪小田原城ツアー 

 小田原駅から小田原城まで、戦国・江戸時代の遺構を中心に巡る

ほか、普段は立ち入ることのできない銅門櫓を内見しました。 

８ ９ 17 

難攻不落小田原城総構ツアー 

 戦国武将のオールスターが集結した小田原合戦に備えて、北条氏

が築いた鉄壁の守り「総構」（約 430年前の遺構）を歩きました。 

３ － ３ 

 

（２）施設の優待サービス                        （単位：人） 

利用施設 
参加人数 

計 
12日 13日 14 日 15日 

小田原城天守閣（入場料無料） ９ 57 158 137 361 

常盤木門 SAMURAI館（入場料無料） ６ － 11 １ 18 

小田原城 NINJA館（入場料無料） － － ２ － ２ 

漁港の駅 TOTOCO小田原 

 １階物販店で税込み 2,000 円以上ご購入で 200円割引 

 １階小田原漁港プリン店のソフトクリーム 50円割引 

６ 35 95 83 219 

小田原市観光交流センター 

 北条家紋キャンディープレゼント 

 体験ワークショップ 10％割引 

－ － － － 
35 

※ 

CAFE SANNOMARU 

 オリジナルブレンドコーヒー 10％割引 
－ － － － 

１ 

※ 

小田原フラワーガーデン 

 トロピカルドーム温室入館料無料 
－ － － － － 

小田原市尊徳記念館 

 展示室入館料無料 
－ － － ４ ４ 

郷土文化館分館 松永記念館 

 特別展入館料無料 
－ － － － － 

小田原文学館 

 観覧料無料 
－ － － － － 

※各日ごとの集計を取っていないため合計利用人数のみ記載 
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月別：ホームページ閲覧数 

２ 大会広報の内容                      

 

１ 市ホームページでの告知 

『全国健康福祉祭(ねんりんピック)』のページを開設しました。本大会を迎える令和４年には、

カウントダウン機能やトップページへのバナーを掲載するほか、グラフィック中心のレイアウト

に再編集し、閲覧数の向上を図りました。 

 

（単位：件） 

 

２ おだわらねんりんピック通信の発行 

  交流大会の魅力や見どころを伝えるチラシを発行しました。市内公共施設に配架するほか、 

小田原医師会、小田原歯科医師会、小田原薬剤師会、小田原商店街連合会、小田原駅鉄道各社等

に協力を依頼し、配布・掲出しました。 

また、ねんりんピックや小田原市への関心を深めるとともに、健康増進の観点から脳トレも 

意識したクロスワードを作成し、回答者には地場産の景品が当たる企画を展開しました。 

 

発行月 掲載内容 発行部数 
クロスワード

応募数 

令和４年６月 ねんりんピックとは 15,000 部 162件 

令和４年７月 ソフトボールについて 12,000 部 159件 

令和４年８月 ソフトテニスについて 12,000 部 137件 

令和４年９月 市外大会に出場する市民の特集 12,000 部 201件 

令和４年 10 月 大会スケジュール、見どころ 10,000 部 169件 

 

３ 広報紙『広報小田原』への掲載 

  市民周知のため、市の広報紙にねんりんピックに関連する記事を連載しました。 

掲載月 掲載内容 

令和４年５月号 大会周知 

令和４年６月号 クロスワード企画の周知 

令和４年７月号 取材協力者の募集、クロスワード企画の周知 

令和４年８月号 ソフトボールチーム『クラブ小田原』の紹介 

令和４年９月号 ソフトテニスチーム『おさるのかごや』の紹介 

令和４年 10 月号 ねんりんピック特集ページ掲載(出場チームや大会スケジュールの掲載) 

令和３年７月 ８月 ９月 10月 11 月 12月 

32 96 102 65 77 48 

令和４年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

37 33 76 624 637 929 

令和４年７月 ８月 ９月 10月 11 月 12月 

383 507 731 1,040 5,909 302 
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２ 大会広報の内容                      

 

４ ケーブルテレビ『広報おだわら』での配信 

  毎週月曜日から１週間単位で１日３回(９時、12 時、20 時)に市政情報を放送する番組に出演

し、大会の紹介等を行いました。（番組は youtube でも公開されています。） 

令和４年６月６日～12 日 ねんりんピックかながわ 2022 とおだわらねんりんピック通信について  

令和４年９月 19 日～25 日 ノベルティの配布について 

令和４年 11月７日～13日 ねんりんピックかながわ 2022 に出場する市民のレポート 

 

５ パブリシティ 

発刊日 媒体 記事 

令和４年６月 18日 タウンニュース おだわらねんりんピック通信について 

令和４年８月 20日 タウンニュース 取材協力者の募集、クロスワード周知 

令和４年９月９日 ポスト広告 ノベルティの配布について 

令和４年 10月 29日 タウンニュース ねんりんピックかながわ 2022 開催 

令和４年 11月５日 タウンニュース ねんりんピック出場者へのインタビュー 

令和４年 11月 15日 神奈川新聞 ソフトテニス交流大会の取材レポート 

 

６ その他 

期間 内容 

令和４年１月 21日 北條手づくり甲冑隊による県・政令市実行委員会の PR

動画作成協力 

令和４年４月 18日～11月 15日 ＦＭおだわら 大会周知 

令和４年６月 19日 終活講演会での PR 活動 

令和４年７月１日～11月 15日 デジタルサイネージ（ミナカ小田原前） 

令和４年７月１日～11月 16日 横断幕の掲出（市役所） 

令和４年８月１日～11月 15日 モニター広告（市役所、川東タウンセンターマロニエ） 

令和４年６月３日 広報委員長会議での周知 

令和４年９月１日 小田原体育協会広報誌 

「スポーツおだわら 114号」への記事掲載 

令和４年 10月４日 自治会連合会長会議での周知 

令和４年 10月 12日 定例記者会見での周知 

令和４年 10月 12日 梅丸とかながわ金太郎によるコラボ動画の youtube 配信 

令和４年 10月 20日 小田原箱根商工会議所報第 704号への記事掲載 

令和４年 11月５日 ハルネ小田原周年祭ゆるキャラまつりでの PR 活動 

令和４年 11月５日～11月６日 高齢社会をよくする女性の会全国大会 in 小田原での PR

活動 
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３ 実施体制                         

 

１ 小田原市実施本部組織図 

本 部 長  副 本 部 長  統 括 本 部  統 括 班  統 括 係 

(副市長)  (福祉健康部長)  （実施本部事務局）     

         

    開 始 式 式 典 部  式 典 班  式 典 係 

         

        監 督 会 議 係 

         

    開 始 式 輸 送 部  受 付 班  受 付 案 内 係 

         

      輸 送 班  輸 送 係 

         

    観 光 物 販 部  観 光 物 販 班  小田原テニスガーデン係 

         

        酒匂川スポーツ広場係 

         

    交流大会会場部  会 場 本 部  総 務 係 

         

        総 合 案 合 係 

    【小田原テニスガーデン】     

    【酒匂川スポーツ広場】  おもてなし班  弁 当 係 

         

        休 憩 所 係 

         

      救 護 班  救 護 係 

         

        未病改善教室係 

         

      輸 送 班  輸 送 係 

         

      競 技 班  競 技 記 録 係 

         

    交流大会会場部  会 場 本 部  総 務 係 

         

    【県立西湘スポーツセンター】    おもてなし係 

         

      救 護 班  救 護 係 

         

      輸 送 班  輸 送 係 

※南足柄会場は、県・政令指定都市実行委員会が運営（南足柄市運動公園テニスコート） 
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３ 実施体制                         

 

２ 会場別実施本部員数 

＜小田原会場＞ 

 会場名 区分 
開始式 交流大会 

計 
12日 13 日 14日 15日 

 
統括班 13 13 13 13 52 

観光物販班 － （８） （８） － （16） 

小
田
原 

ア
リ
ー
ナ 

式典班 ９ － － － ９ 

受付班 11 － － － 11 

輸送班 52 － － － 52 

小
田
原
テ
ニ
ス 

ガ
ー
デ
ン 

会場本部 － ７ ７ － 14 

おもてなし班 － 27 27 － 54 

救護班 － ４ ４ － ８ 

輸送班 － （17） （17） － （34） 

競技班 － ２ ２ － ４ 

酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ

広
場 

会場本部 － ７ ７ ３ 17 

おもてなし班 － 40 40 ２ 82 

救護班 － ６ ６ ２ 14 

輸送班 － （20） （20） ４ ４（40） 

競技班 － ２ ２ ２ ６ 

県
立
西
湘 

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー 

会場本部 － ７ ７ － 14 

救護班 － ２ ２ － ４ 

輸送班 － ３ ３ － ６ 

小計 85 120(45) 120(45) 26 351(90) 

＜南足柄会場＞ 

会場名 区分 
開始式 交流大会 

計 
12日 13 日 14日 15日 

南
足
柄
市 

運
動
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

受付・救護所 － ３ － － ３ 

弁当・ドリンクコーナー － ３ － － ３ 

駐車場・会場巡回 － ４ － － ４ 

小計 － 10 － － 10 

 

合計 

（小田原会場分＋ 

 南足柄会場分） 

開始式 交流大会 
計 

12日 13 日 14日 15日 

85 130(45) 120(45) 26 361(90) 

※（）は他の班の仕事と兼務で従事した職員の人数。合計の人数には（）内の人数は含まれていない。 

兼務した班の職員数に（）内の人数も併せて計上されている。 
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３ 実施体制                         

 

３ 従事者総数 

＜小田原会場分＞ 

会場 区分 12日 13 日 14 日 15 日 計 

小
田
原 

ア
リ
ー
ナ 

実施本部員 85 13 13 13 124 

競技役員 11 － － － 11 

競技補助員 － － － － － 

協力団体 － － － － － 

小
田
原 

テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン 

実施本部員 － 40 40 － 80 

競技役員 － 50 73 － 123 

競技補助員 － － － － － 

協力団体 － ９ ８ － 17 

酒
匂
川 

ス
ポ
ー
ツ
広
場 

実施本部員 － 55 55 13 123 

競技役員 － 200 201 63 464 

競技補助員 － 42 54 12 108 

協力団体 － ９ ７ － 16 

県
立
西
湘 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

実施本部員 － 12 12 － 24 

競技役員 － 24 27 － 51 

競技補助員 － － － － － 

協力団体 － － － － － 

小計 96 454 490 101 1,141 

＜南足柄会場分＞ 

会場 区分 12日 13 日 14 日 15 日 計 

南
足
柄
市 

運
動
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

実施本部員 ３ 10 － － 13 

競技役員 15 33 － － 48 

競技補助員 － － － － － 

ボランティア － 20 － － 20 

小計 18 63 － － 81 

 

合計 

（小田原会場分＋ 

 南足柄会場分） 

12日 13 日 14 日 15 日 計 

114 517 490 101 1,222 
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３ 実施体制                         

 

※従事者総数のうち救護所対応 

＜小田原会場分＞ 

会場  区分 13日 14日 15日 計 

小
田
原 

テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン 

実施本部員 
保健師 １ １ － ２ 

消防職員 １ １ － ２ 

協力団体 
理学療法士 １ １ － ２ 

赤十字奉仕団 １ １ － ２ 

酒
匂
川 

ス
ポ
ー
ツ
広
場 

実施本部員 
保健師 ２ ２ １ ５ 

消防職員 ２ ２ １ ５ 

協力団体 
理学療法士 ２ １ － ３ 

赤十字奉仕団 ２ １ ２ ５ 

県
立
西
湘 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

実施本部員 
保健師 １ １ － ２ 

消防職員 １ １ － ２ 

協力団体 
理学療法士 １ － － １ 

赤十字奉仕団 １ １ － ２ 

小計 16 13 ４ 33 

 

＜南足柄会場分＞ 

会場  区分 13日 14日 15日 計 

南
足
柄
市 

運
動
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

実施本部員 
保健師 － － － － 

消防職員 － － － － 

協力団体 
理学療法士 － － － － 

赤十字奉仕団 １ － － １ 

小計 １ － － １ 

 

合計 

（小田原会場分＋南足柄会場分） 

13日 14日 15日 計 

17 13 ４ 34 
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４ 開催準備概要                        

（１）会議等開催状況（総会・常任委員会等） 

年月日 
会議名及び

会場 
報告・議案事項 

令和３年 

６月 25日 

 

設立総会・

第１回総会 

 

書面開催 

【設立総会】 

説明事項 ・全国健康福祉祭（ねんりんピック）の概要について 

・第 34 回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模

原大会の概要について 

審議事項 ・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

の設立について 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

会則の制定について 

その他 ・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

委員等の委嘱について 

【第１回総会】 

説明事項 ・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

組織図（案） 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

業務スケジュール（案） 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

事務局規程 

審議事項 ・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

基本計画（案）について 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

令和３年度事業計画（案）について 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

令和３年度収支予算（案）について 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

常任委員会への委任事項（案）について 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市開催種目交

流大会令和３年度競技主管団体準備事業補助金交付

要綱（案）について 

令和４年 

 ３月 29日 

第１回 

常任委員会 

 

市役所７階 

大会議室 

報告事項 ・主な準備状況について 

審議事項 ・小田原市開催種目交流大会実施計画（案）について 

・開始式・表彰式実施計画（案）について 

・未病改善教室実施計画（案）について 

・おもてなし・観光ＰＲ実施計画（案）について 

・協賛取扱要項（案）について 

・売店等設置要項（案）について 
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４ 開催準備概要                       

年月日 
会議名及び

会場 
報告・議案事項 

令和４年 

 ５月 12日 

第２回総会 

 

市役所７階 

大会議室 

報告事項 ・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会

委員等の変更について 

・常任委員会における審議決定事項について 

審議事項 ・令和３年度事業報告（案）について 

・令和３年度収支決算（案）及び監査報告について 

専決処分 ・令和４年度事業計画に係る専決処分の承認について 

・令和４年度収支予算に係る専決処分の承認について 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市開催種目交

流大会 令和４年度競技主管団体事業費補助金交付

要綱に係る専決処分の承認について 

その他 ・今後のスケジュールについて 

令和４年 

 ８月５日 

第２回 

常任委員会 

 

市役所７階 

大会議室 

報告事項 ・主な準備状況について 

令和５年 

３月 22日 

第３回総会 

 

市役所７階 

大会議室 

審議事項 ・令和４年度事業報告について 

・令和４年度収支決算見込み及び監査報告について  

・令和４年度収支決算の承認等の会長への委任について 

・ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会 

の解散および会則の廃止について  
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４ 開催準備概要                         

（２）第 34 回全国福祉祭（ねんりんピックかながわ 2022）の開催に係る主な経過 

年月日 内 容 

【平成 25年度】    

平成 26年３月 28日  

 

 

【平成 30年度】    

平成 31年２月１日  

 

 

 

 

 

 

【令和元年度】     

令和元年 11 月    

９～11日  

 

【令和２年度】     

令和２年６月 24日  

 

 

８月 31日  

 

 

 

【令和３年度】     

令和３年６月 25日  

 

９月２日  

令和４年３月 29日  

 

【令和４年度】     

令和４年４月１日  

５月 12日  

８月５日  

８月 25日  

10 月 26日～ 

11 月７日  

令和５年３月 22日  

 

 

〔厚生労働省〕平成 33 年度に神奈川県で「第 34 回全国健康福祉祭」

開催を決定 

 

 

〔神奈川県〕ねんりんピックかながわ 2021 実行委員会設立総会・第１

回総会により基本構想を承認 

 名称：第 34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会 

 愛称：ねんりんピックかながわ 2021 

 会期：令和３年 11 月６日～11月９日 

小田原市開催種目：ソフトテニス、ソフトボール 

 

 

ねんりんピック紀の国わかやま 2019（第 32回大会）視察 

（ソフトテニス：白浜町、ソフトボール：紀の川市） 

 

 

〔厚生労働省〕コロナ禍により、第 33 回大会から第 36 回大会までの

開催年度を 1年ずつ変更（延期）することを決定 

※神奈川県開催は令和３年度から令和４年度となる 

〔神奈川県〕変更（延期）後の会期、愛称が決定 

会期：令和４年 11 月 12日（土）～15 日（火） 

愛称：ねんりんピックかながわ 2022 

 

 

ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会 

設立総会・第１回総会（書面開催） 

〔厚生労働省、岐阜県〕第 33 回大会（岐阜県）の中止を決定 

小田原市実行委員会第１回常任委員会 

 

 

小田原市福祉健康部に、ねんりんピック担当課長を配置 

小田原市実行委員会第２回総会 

小田原市実行委員会第２回常任委員会 

市内実施本部設置 

実施本部従事者説明会（市職員） 

 

小田原市実行委員会第３回総会（解散総会） 

その他として、神奈川県ソフトテニス連盟、神奈川県ソフトボール協会及び神奈川県と随時会議、

打合せ等を行った。 
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５ ソフトテニス交流大会成績                 

 

第１位グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰項目 
都道府県・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 

優 勝 栃 木 県 ス ト ロ ベ リ ー 

準優勝 岐 阜 県 チーム岐阜ミナモ 

第３位 
兵 庫 県 Ｓ Ｔ Ｄ 兵 庫 

鹿 児 島 県 かごんま てんがらもんズ 

優秀賞 

東 京 都 Ａ 東 京 都 Ａ 

愛 知 県 ス マ イ ル ３ ８ １ 

熊 本 県 火 の 国 

徳 島 県 ほ な け ん ど 徳 島 

岡 山 県 桃太郎しらかべ岡山 

相 模 原 市 チームさがみはら 

名 古 屋 市 名 古 屋 市 

京 都 市 京 都 市 

宮 城 県 宮 城 県 

埼 玉 県 こ ば と ん ６ 

長 崎 県 がんばらんば長崎 

鳥 取 県 ネ オ 鳥 取 コ ナ ン 

島 根 県 縁 結 び 島 根 

 

 

第２位グループ 

表彰項目 
都道府県・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 

優秀賞  

岡 山 市 岡 山 市 

横 浜 市 チーム横浜２０２２ 

静 岡 県 静岡県 ソフトテニス 

三 重 県 ソフトテニス三重 

 

第３位グループ 

表彰項目 
都道府県・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 

優秀賞  

福 島 県 福島県ソフトテニス 

神 奈 川 県 Ａ  大 和 庭 友 会 

さ い た ま 市  チ ー ム さ い た ま 

福 井 県 水 仙 フ ク イ 

 

第４位グループ 

表彰項目 
都道府県・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 

優秀賞  

福 岡 県 Ｔ ｈ ｙ ｍ ｏ ｎ 

神 奈 川 県 Ｃ さ か も っ ち ゃ ん 

神 戸 市 そ し て 神 戸 

佐 賀 県 S A G A 2 0 2 4 
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５ ソフトテニス交流大会成績＜予選リーグ戦＞         
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５ ソフトテニス交流大会成績＜予選リーグ戦＞         
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５ ソフトテニス交流大会成績＜予選リーグ戦＞         
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５ ソフトテニス交流大会成績＜予選リーグ戦＞         
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５ ソフトテニス交流大会成績 ＜決勝トーナメント戦＞     
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６ ソフトボール交流大会成績                 

＜上位入賞チーム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 彰 項 目 
都道府県・ 

政令指定都市名 
チ ー ム 名 

優 勝 徳 島 県 鳴 門 ク ラ ブ 

準 優 勝 山 梨 県 南 ア ル プ ス シ ニ ア 

第 ３ 位 
静 岡 県 富士シニアソフトボールチーム 

埼 玉 県 入 間 ク ラ ブ 

優 秀 賞 

香 川 県 瀬戸製作所友クラブシニア 

静 岡 市 清 水 九 十 九 ク ラ ブ シ ニ ア 

熊 本 県 人 吉 ラ イ ナ ー ズ シ ニ ア 

東 京 都 Ｂ シ ニ ア 八 王 子 ク ラ ブ 

富 山 県 戸 出 ソ フ ト ボ － ル ク ラ ブ 

滋 賀 県 レ イ ク ユ ニ オ ン ズ 

横 浜 市 Ａ 横 浜 マ イ テ ィ ー ズ 

山 口 県 大 内 シ ニ ア 

新 潟 県 新 潟 フ ァ ル コ ン ズ 

長 崎 県 大 村 翼 シ ニ ア 

石 川 県 松 任 シ ニ ア ク ラ ブ 

愛 媛 県 別 子 ク ラ ブ 
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６ ソフトボール交流大会成績                 
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７ 小田原市実行委員会会則                  

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、ねんりんピックかながわ 2022小田原市実行委員会（以下「実行委員会」という。）

と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、第 34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会（ねんりんピック

かながわ 2022）において、小田原市で開催される交流大会等（以下「大会等」という。）の円滑

な運営と推進を期するため、必要な事業を行うことを目的とする。 

（事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

(1) 大会等の開催に必要な計画の策定に関すること。 

(2) 大会等の企画及び運営に関すること。 

(3) 関係機関及び関係団体との連絡調整に関すること。 

(4) その他前条の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

 

第２章 組織等 

（構成及び委員） 

第４条 実行委員会は、会長、委員及び監事をもって構成する。 

２ 委員及び監事は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

(1) 大会等の開催に関係する機関又は団体に属する役職者 

(2) その他会長が特に必要と認める者 

（役員） 

第５条 実行委員会に次の役員を置く。 

(1) 会長   １名 

(2) 副会長 若干名 

(3) 監事   ２名 

２ 会長は、小田原市長をもって充てる。 

３ 副会長は、委員のうちから会長が委嘱する。 

４ 監事は、委員を兼ねることはできない。 

（役員の職務） 

第６条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長が

指名した順位により、その職務を代理する。 

３ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

（任期） 

第７条 委員及び監事（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱の日から第２条の目的が達成され

たときまでとする。ただし、第４条第１項に掲げる委員等が、就任時の機関又は団体等の役職を

離れたときは、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、やむを得ない事情により、委員等から辞任の申出があったときは、委嘱を解くことが

できる。 
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７ 小田原市実行委員会会則                  

 

（報酬） 

第８条 会長、委員及び監事は、無報酬とする。 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第９条 実行委員会に次の会議を置く。 

(1) 総会 

(2) 常任委員会 

２ 前項に定めるもののほか、実行委員会に会長が必要と認める会議を置くことができる。 

（総会） 

第 10 条 総会は、会長、委員及び監事をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。 

３ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

(1) 競技会の開催及び運営に係る基本方針等に関すること。 

(2) 会則の制定及び改廃に関すること。 

(3) 事業計画及び事業報告に関すること。 

(4) 予算及び決算に関すること。 

(5) 常任委員会へ委任する事項に関すること。 

(6) その他重要な事項に関すること。 

４ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することはできない。ただし、欠席する

委員からあらかじめ会長に対して、その権限を会長に委任する旨の届出があったときは、当該欠

席委員の数を出席委員の数に加えることができる。 

５ 委員は、やむを得ない理由があるときは、その代理人を総会に出席させることができる。この

場合、当該代理人には、当該委員と同一の権限を付与するものとする。 

６ 総会の議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

（常任委員会） 

第 11 条 常任委員会は、常任委員をもって構成し、常任委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、会長が指名する。 

３ 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集し、その議長となる。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、あらかじ

め会長が指名した副委員長がその職務を代理する。 

５ 委員長及び副委員長に事故があるとき又は欠けたときは、あらかじめ会長が指名した常任委員

がその職務を代理する。 

６ 常任委員会は、総会から委任された事項について審議決定し、その結果を必要に応じて総会に

報告する。 

７ 常任委員は、やむを得ない理由があるときは、その代理人を常任委員会に出席させることがで

きる。この場合、当該代理人には、当該委員と同一の権限を付与するものとする。 

８ 常任委員の任期、報酬は、第７条及び第８条の規定を準用する。 

９ 常任委員会に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
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７ 小田原市実行委員会会則                  

 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第 12 条 会長は、総会又は常任委員会（以下「総会等」という。）において審議決定すべき事項に

ついて、総会等を招集する時間的余裕がないと認められるときは、これを専決処分することがで

きる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等において報告し、その承認

を求めなければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第 13 条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（会計） 

第 14 条 実行委員会の経費は、負担金、補助金及びその他の収入をもって充てる。 

（会計年度） 

第 15 条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

（予算および決算） 

第 16 条 実行委員会の収支予算は、総会の決議によって定め、収支決算は、監事の監査を経て、

総会の承認を得なければならない。 

 

第７章 解散 

（解散） 

第 17 条 実行委員会は、第２条の目的が達成されたときに解散する。 

（残余財産の帰属） 

第 18 条 実行委員会が解散のときに有する残余財産は、小田原市に帰属するものとする。 

 

第８章 補則 

（委任） 

第 19 条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附 則 

１ この会則は、令和３年６月 25日から施行する。 

２ 実行委員会の設立当初の会計年度は、第 15 条の規定にかかわらず、実行委員会設立の日から

令和４年３月 31日までとする。 
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８ 小田原市実行委員会委員名簿                

（令和４年５月 12日現在 29名）  

実行委員会 組織名称 役 職 氏 名 

会 長 小田原市 市長 守屋 輝彦 

副会長 

小田原市 副市長 玉木 真人 

小田原市教育委員会 教育長 栁下 正祐 

小田原市議会 議長 大川  裕 

委員 

小田原市企画部 理事・部長 杉本 錦也 

小田原市総務部 部長 石川 幸彦 

小田原市文化部 部長 鈴木 裕一 

小田原市福祉健康部 部長 中津川 英二 

小田原市経済部 部長 武井 好博 

小田原市教育部 部長 飯田 義一 

神奈川県ソフトテニス連盟 理事長 鈴木 敏雄 

小田原ソフトテニス協会 会長 濱田 泰男 

神奈川県ソフトボール協会 副会長 松山 玲子 

小田原ソフトボール協会 理事長 佐野 正幸 

公益財団法人小田原市体育協会 会長 江島  紘 

小田原市スポーツ推進委員協議会 会長 松本 健一 

社会福祉法人小田原市社会福祉協議会 会長 小野 康夫 

小田原市老人クラブ連合会 会長 山口  繁 

小田原市自治会総連合 会長 川口 三 

小田原箱根商工会議所 会頭 鈴木 悌介 

小田原市商店街連合会 会長 丸田 茂晴 

一般社団法人小田原市観光協会 会長 外郎 藤右衛門 

一般社団法人小田原医師会 会長 渡邊 清治 

一般社団法人小田原歯科医師会 会長 安西 由充 

公益社団法人小田原薬剤師会 会長 荒井 俊明 

小田原市赤十字奉仕団 委員長 本 まさ子 

南足柄市市民部 部長 松岡  武 

監 事 
小田原市 会計管理者 鈴木 一彰 

さがみ信用金庫 理事長 遠藤 康弘 
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９ 小田原市実行委員会事務局規定               

 

   第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会会則（令和３年６月 25日

施行。以下「会則」という。）第 13 条第２項の規定に基づき、ねんりんピックかながわ 2022 小田

原市実行委員会事務局（以下「事務局」という。）の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

   第２章 事務局 

 （設置） 

第２条 事務局は、小田原市福祉健康部高齢介護課に置く。 

 （所掌事務） 

第３条 事務局の所掌する事務は、別表第１のとおりとする。 

 （職員） 

第４条 事務局に事務局長、副事務局長及び事務局員を置く。 

（１）事務局長 １名 

 （２）副事務局長 １名 

 （３）事務局員 若干名 

２ 事務局長は、小田原市福祉健康部ねんりんピック担当課長をもって充てる。 

３ 副事務局長は、小田原市福祉健康部高齢介護課副課長をもって充てる。 

４ 事務局員は、小田原市福祉健康部高齢介護課職員をもって充てる。 

５ 前３項に掲げる職員のほか、必要に応じ、事務局に臨時職員を置くことができる。 

 （職務） 

第５条 事務局長は、ねんりんピックかながわ 2022 小田原市実行委員会（以下「実行委員会」と

いう。）の会長（以下「会長」という。）の命を受け、事務局の事務を統括する。 

２ 副事務局長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故があるとき又は事務局長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

３ 事務局員は、事務局長又は副事務局長の命を受け、担当事務を処理する。 

４ 臨時職員は、前３項に掲げる職員の命を受け、特定又は臨時の事務を処理する。 

 （服務） 

第６条 臨時職員の服務については、小田原市の例による。 

   第３章 決裁 

 （専決事項） 

第７条 事務局長は、会長の権限に属する事務のうち、別表第２に掲げる事項を専決することがで

きる。 

２ 前項に定めるもののほか、事務局長にあっては、小田原市事務専決規程（昭和 39 年庁達第２

号）第４条に規定する課長等の例により、専決することができる。 

３ 前２項の規定にかかわらず、特に重要又は異例であると認められる事項については、会長の決

裁を受けなければならない。 
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９ 小田原市実行委員会事務局規定               

 

 （代決） 

第８条 前条の専決事項について事務局長が不在の時は副事務局長がその事務を代決することが

できる。 

２ 前項の規定にかかわらず、重要と認められる事項については、代決してはならない。ただし、

緊急かつやむを得ない場合については、この限りでない。 

   第４章 文書及び公印 

 （文書） 

第９条 文書には、「ね小実」の記号及び会計年度ごとの一連番号を付さなければならない。ただ

し、軽易な文書についてはこの限りではない 

２ 起案文書には、次の決裁区分を表示しなければならない。 

（１）会長の決裁を受けるもの 会長 

（２）事務局長の専決を受けるもの 局長 

３ 会則第 17 条の規定により実行委員会が解散したときは、保存文書を小田原市へ引き継ぐもの

とする。 

４ 前３項に定めるもののほか、文書の取扱いについては、小田原市文書管理規程（昭和 45 年訓

令第 1号）の例による。 

 （公印） 

第 10 条 事務局で使用する公印の名称、形状、寸法及び書体は、別表第３に掲げるとおりとする。 

２ 前項に定める公印の管理は、事務局長が行うものとする。 

   第５章 旅費 

 （旅費及び費用弁償） 

第 11 条 事務局職員の旅費の額及びその支給方法については、小田原市職員の旅費に関する条例

（昭和 37年条例第 7号）の例による。 

２ 実行委員会の委員等が会務のため旅行したときは、その旅費について費用弁償することができ

る。この場合において、費用弁償の額及びその支給方法については、小田原市職員の旅費に関する

条例の例による。 

３ 前２項の規定にかかわらず、緊急の場合又はその例により難いものについては、事務局長が別

に定めるところによることができる。 

   第６章 財務及び会計 

 （予算） 

第 12 条 事務局長は、会長の指示に基づき、会計年度毎に予算を編成するものとする。 

２ 事務局長は、予算の議決後に変更を加える必要が生じた場合には、会長の指示に基づき、補正

予算を編成するものとする。 

 （決算） 

第 13 条 事務局長は、毎会計年度終了後、決算を速やかに調製し、証拠書類を添付して会長に提

出しなければならない。 

２ 会則第 16 条の規定により監査を受けるときは、収支決算書その他の証拠書類を監事に提出し

なければならない。 
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９ 小田原市実行委員会事務局規定               

 

 （出納員） 

第 14 条 事務局に出納その他の会計処理をさせるため、出納員を置く。 

２ 出納員は、事務局長をもって充てる。 

 （金融機関の指定） 

第 15 条 現金の出納は、事務局長が別に指定する金融機関を通じて行うものとする。 

 （準用） 

第 16 条 この章に定めるもののほか、予算、決算、契約、収入、支出その他財務に関する事項につ

いては、小田原市財務規則（昭和 39年規則第 40号）の例による。 

   第７章 補則 

 （委任） 

第 17 条 この規程に定めるもののほか、事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、会長の承認

を得て事務局長が別に定める。 

 

附 則 

  この規程は、令和３年６月 25日から施行する。 

附 則 

  この規定は、令和４年４月１日から施行する。 
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